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山梨・静岡県境付近の先進坑
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• 先進坑の掘削は、４月２１日時点で、県境から山梨県側６１ｍまで掘削し、停止しました。
• 湧水量について、管理値（１ｍあたり０．０１ｍ３／秒）と比較すると、最大でも管理値の
約５％に留まり、湧水量は少ない状況でした。

0
0.002
0.004
0.006
0.008

0.01

-50m 0m 50m 100m 150m 200m 250m 300m 350m 400m 450m 500m



先進坑

大井川（東俣）の地上から
実施した斜めボーリング

断層帯

①高速長尺先進ボーリングのデータを踏まえ、
　先進坑を掘削し、県境から６１ｍで停止
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②コア採取及び湧水圧試験

今後の調査の計画

県境

県境付近に向けた高速長尺先進ボーリング

西側は県境から
約1,000mで端部を確認

東側は県境から約300mまで
調査済（端部は未確認）

③県境付近からの高速長尺先進ボーリング



県境付近から実施する静岡県内の高速長尺先進ボーリング

• 田代ダム取水抑制案は、第１９回地質構造・水資源専門部会の
「田代ダム取水抑制案」において示した方法を基本として実施します。

• 県外流出量の計測方法は、第１９回地質構造・水資源専門部会の
「山梨・静岡県境の調査及び工事の計画について」において示した
容器法による１日２回の計測により得られた孔口湧水量の最大値を
県外流出量とします。
また、先進ボーリングの実施中は、電磁流量計にて湧水量の変動
傾向を常時把握します。

県境付近からの静岡県内の高速長尺先進ボーリングは、
田代ダム取水停止期間終了後に実施します。

この高速長尺先進ボーリングに伴い静岡県から県外へ
流出する湧水量と同量を大井川へ戻す方策として、
田代ダム取水抑制案を実施します。
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第１９回部会「資料１－２田代ダム取水抑制案について」抜粋版

運用サイクルやオペレーションの詳細

・１週間毎に取水抑制を実施することを基本として運用します。①県外流出量の測定、②

取水抑制量の報告、③取水抑制の実施、④取水量・放流量の報告・確認までを１サイク

ル（約３週間）とし、

繰り返し実施してい

きます。

・東京電力リニューア

ブルパワー株式会社

（以下、東京電力Ｒ

Ｐ）により、大井川取

水ダムの維持放流ゲ

ートと集水用取水口

の制水ゲートを制御し

ます。維持放流ゲートでは河川維持流量に取水抑制量を加えた量（最低放流量）以上に設

定し放流するとともに、制水ゲートでは取水抑制を行わないとした場合に計画する取水

量から取水抑制量を差し引いた量（集水用取水口最大取水量）以下に設定し取水します。

・測定結果について、「大井川への放流量が最低放流量を上回っていること」「大井川から

の取水量が集水用取水口最大取水量を下回っていること」を確認します。

図２ 取水抑制の実施

期間 河川維持流量
（m3/秒）

12/6～3/19 0.43
3/20～4/30 0.98
5/1～8/31 1.49
9/1～12/5 1.08

表１ 期別の河川維持流量

表２ 測定結果の報告例

図１ 基本的な運用サイクル
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